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5万分の1地質図幅の新刊
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5万分の1地質図幅
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⑨知内地域は北海道渡島半島の南端近くに位置し津軽海峡

を隔てて本州津軽半島の竜尭1岬を望むことができる.地域

のほぼ中央湯の里付近には世紀の大事業といわれる青函

トンネルの北海道側入口があり完成の目がまたれている･

また湯の里の山あいには北海道でもっとも古い温泉の1つ

といわれる知内温泉があり季節の山菜料理をだすことで地

域住民に親しまれている.

⑧地形図をみると地域の中ほどを酉から東に流れる知内川を

境に北側は標高!00m前後の丘陵性の地ぼうを示すが南

側は400～800mとやや急峻で地質が地形に良く反映してい

る.

⑧地質は大部分が新第三系上部の堆積岩類と火山噴出岩類によ

って占められているが地域西縁に僅かに基盤の古生層や新

第三系下部の福山層が顔をのぞかせている.

⑧本地域に隣接する｢渡島福爵｣｢松前｣地域は西南北海

道新第三系の模式地として有名であるカミ本地域にはその上

部層だけが分布している.それら相宜の関係は'20万分の

1地質編集図として研究報告書に盛り込まれ知内地域の地

質か理解しやすいように配慮されている.

⑧新第三系は檜山層襟･イデス川層および知内火山岩類に区分

されている.

⑧檜山層群は中新世中期から後期の広範囲にわたる海進によっ

てもたらされた一連の海成層で最下部の大安在川層を除い

てほとんどが泥質相によって占められている.この泥質

相をさらに木古内層･厚沢部層および館層と細分しかつ鍵

層の追跡もよくおこなわれている.そのため均質液泥質相

のなかで地質構造か良く判るよう表現されている.

⑧イデス川層および知内火山着類は鮮新統に属するものとし

て本地域ならびに渡島福島地域で初めて記載されたもので

ある.檜山層群を不整合におおっておりその関係が地質

問に良く現れている.

⑧知内火山岩類は海底火山の噴出物で従来“黒松内型集塊岩"

とされていたもののようであり海底火山噴出物の産状･形

態などか写真を添えて説明されている.

海岸線は非常に露出が良くまた海もきれいでハイキン

グを兼ねて海底火山噴出物の産状･形態などを研究するには

恰好のところである.
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